
泌尿紀要42:393-395,1996 393

尿閉を主訴 とした陰唇癒着症の1例
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   A 69-year-old woman was admitted to our hospital complaining of urinary retention. On 
examination, the labia was found to be fused extensively,  with a pinhole opening at the midline. The 
adhesions were separated under spinal anesthesia. One year after operation, there remains no 
recurrence. Etiological facter in labial adhesions are thought to include a combination of local 
inflammation and estrogen dificiency. In our case, the patient had hip joint disease. Hip joint 
disease is shown to influence the formation of adhesions by interfering with perineal hygiene and 
decreasing sexual activity. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 393-395, 1996) 
Key  words  : Labial adhesions, Urinary retention

緒 言

陰唇癒着症は,左 右の陰唇が部分的に,あ るいは小

孔を残 して全体的に癒着 しているもので,小 児におい

ては稀な疾患ではないが,成 人での報告は少ない.わ

れわれは,尿 閉をきたした陰唇癒着症の1例 を経験 し

たので報告する.

症 例

患者:69歳,女 性

主訴;尿 閉

家族歴:特 記すべ きことなし

既往歴:39歳 時子宮筋腫にて単純子宮全摘術.59歳

時左股関節症にて左股関節人工骨頭置換術

現病歴:1993年10月 頃より排尿困難,尿 失禁がある

も放置 していた.排 尿困難は増悪 し1994年1月9日 午

後4時 頃より尿閉状態となり近医受診.外 尿道口が確

認できず,同 日夜間当科紹介受診 した.

現症:身 長150cm,体 重51kg,下 腹部および外

陰部の膨隆あり.外 陰部は左右陰唇が正中で癩痕状に

癒着し,癒 着線上のほぼ中央にピンホール様小孔があ

り,よ く見るとそこからわずかに尿の溢流が認められ

た(Fig.1).

*現:大 阪赤十字病院泌尿器科

検査所見:血 液生化学所見は異常を認めなかった.

超音波所見:膀 胱は尿で緊満 した状態であ り,そ の

後方に低エコー部がみられ,膣 内の尿貯留と考えられ

た(Fig.2).水 腎症は認 めなかった,

超音波所見より尿閉状態と考えられたが,陰 唇は完

全に癒着していたため導尿ができず,緊 急に超音波ガ

イ ド下に経皮的膀胱痩造設を行った.

骨盤部CTで は,膀 胱に入った造影剤が膣へ流入

していることが確認できた.

1994年1月12日 腰椎麻酔下に癒着陰唇切開術を施行

した.前 方は陰核直下まで,後 方は後陰唇交連まで癒

着を切開し,陰 唇が外反するように形成縫合し,膀 胱
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 Fig.  1.  Local  appearance  before  the  surgical 

 repair.
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Fig,2.

_」 』幽』

Ultrasonographyrevealsalowechoic

lesionattheposteriorsideoftheblad-

der,whichshowsretentionofurinein

thevagina.(A:Bladder,B:Vagina)

痩を抜去,尿 道より膀胱内にカテーテルを留置 した,

術後7日 目の膀胱機能検査では異常なく,同 日カテー

テルを抜去.そ の後排尿状況は良好であった.

術後の再癒着は現在のところ認めていない.

考 察

陰唇 癒着 症 は,小 児 において は必ず し も稀 では な

く,欧 米では14歳 以下の女児の1～2%に 認 め られ る

とい う報告があるD一 方,成 人 においてみ られ るこ

とは稀で,本 邦では自験例 を含めわずか16例 の報告が

あるのみであ り,成 人例のほ とんどは,閉 経後 の女性

に認 め られ る2)こ の ような好発年齢 が示唆 している

ように,誘 因としては,低 エ ス トロゲ ン状態で,脆 弱

になっている外陰部 に,炎 症,感 染,外 傷 をきた し,

これが引 き金 となって本症が生 じる と考 え られてい

る3)他 の要 因 と して,中 村 ら4》はsexlesslifeが 本

症 と密 接 な関 係 が あ る と して い る.ま たSavona-

Venturaら5)は,股 関節症 と陰唇癒着症の関連 を述べ

ている.股 関節症 による開脚制限のため陰部の清潔 を

保 てない こと,seualactivityの 減 少 を きたす ことが

本症 に影響 を与えていると述べている.本 症例 も,左

股 関節症の既往があ り,人 工骨頭置換術後 も開脚 困難

が認め られ,陰 唇癒着症の誘 因の一つ と考え られた.

成 人例 と小児例 の陰唇癒 着症 の主 訴の比較 を示 す

(Tablel).成 人例では自験例 を含めわれわれが調べ

えた本邦16例2'4'6'17),小 児例では1992年 に木下 ら18)

が集計 した本邦16例 をそれぞれ比較 している.成 人例

の主訴 としては排尿困難がほとんどであるが,小 児で

は外陰部の異常 を主訴 とするものが約半数である.本

症例のように尿閉を主訴 とした例は自験例 を含め3例

のみであり,ま た,膣 内への尿の流入が見られた例は

過去に1例 あるのみで本症例はきわめて稀な症例と考

えられた.

陰唇癒着症の治療は,一 般的に,小 児例ではエス ト

ロゲン軟膏の局所への塗布のみで治癒可能とされてい

る19)が,成 人例では癒着が強固なため手術的に癒着

部の鋭的切開を必要とすることが多く,本 邦報告例 も

すべて手術的治療 を行 っている.術 後の再癒着率は

14～20%で あるといわれてお り20>,エ ス トロゲン軟

膏 の局所 塗布が再癒 着の予 防に有効 とされ てい

る11・14・20)

結 語

尿閉を主訴とした陰唇癒着症の1例 を報告 した.本

症例は低エストロゲン状態および左股関節症の既往が

誘因であると考えられた.

本論文の要旨は第147回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて報告 した.
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